
人口減少社会に応じたインフラ整備の先行例としての医療界の試み 

国際医療福祉大学大学院教授 高橋泰 
 
 今回提出する資料は、2014年 10月 27日付の日経新聞経済教室に寄稿した「病床数・機

能の再編急げ」という記事である。この記事を国土審議会計画部会の視点から見れば、人

口減少社会に応じたインフラ整備の先行例としての医療界の試みとして読むことができる

と思われる。 
 医療界では、 
１． 全国の一般病床・療養病床を有する全医療機関に対し、その病院がどのような病

床（高機能化か、急性期か、回復期か、長期療養か）を、どの程度持っているかを 2014
年 11 月 14 日までに自己申告することを義務付けた。その結果を集計し、全国の地域

別・機能別病床数の現状を把握する。 
２． 2015年春までに、各地域に対して国がガイドラインを示し、各地域の機能別病床

数の基準値を示す。 
３． 各地域において行政、学識経験者、医療提供者の代表が集まり、ガイドラインを

踏まえて、将来の地域の医療提供体制を考える協議の場が設立され、地域医療構想が地

域ごとに策定される。 
４． 地域医療構想に沿う形の取り組みに対し、補助金により支援を行う。 

 
という、仕組みが整備され、これから動き出そうとしている。 
 国土グランドデザインを作成するにおいて、上記のような地域の実情と将来を見据えた

地域ごとの削減も含めた基準値（住宅、道路・鉄道、上下水道など）を国が示し、地域ご

とで協議をおこなうような仕組みを作るような方向性を示すことが望ましいと思われる。 
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０
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取
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専
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医
療
経
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わ
が
国
の
人
口
構
成
は
今
後
、

２
つ
の
大
き
な
流
れ
に
よ
り
、
急

速
に
変
化
し
て
い
く
。
一
つ
は
０

〜

歳
人
口
が
毎
年
１
０
０
万
人

ず
つ
減
少
し
、
こ
の
傾
向
は
今
世

紀
末
ま
で
続
く
と
い
う
流
れ
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、

歳
以
上
人

口
が
２
０
２
５
年
ご
ろ
ま
で
年
間

万
人
の
ス
ピ
ー
ド
で
急
増
し
、

そ
の
後
は
増
加
の
勢
い
が
鈍
り
、

年
以
降
は
横
ば
い
に
な
る
と
い

う
流
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
急
増
す
る
後
期
高
齢
者
に

対
応
す
る
医
療
と
、
今
後
、
急
減

を
続
け
る
若
年
向
け
の
医
療
を
ど

の
よ
う
に
調
整
す
る
の
か
が
、
こ

れ
か
ら
の
医
療
制
度
改
革
の
最
大

の
争
点
に
な
る
。

　
人
口
構
成
が
大
き
く
変
化
す
れ

ば
、
医
療
や
介
護
の
需
要
は
大
き

く
変
化
す
る
。
図
は
、
各
年
代
が

使
う
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
今

後
も
変
わ
ら
な
い
と
仮
定
し
、
前

述
し
た
よ
う
に
人
口
が
推
移
し
た

場
合
の
医
療
費
の
推
移
の
予
測

を
、
０
〜

歳
と

歳
以
上
に
分

け
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
真
ん
中
の
線
は
総
医
療
費
の
推

移
予
測
で
あ
る
。

年
比
で
み
た

増
減
率
は
、

年
の

・
１
％
増

を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
減
少
に
転

じ
る
。
１
番
上
の
線
は

歳
以
上

の
医
療
費
の
予
測
を
示
す
。

歳

以
上
は
、

年
に
向
け
て
急
増

し
、

年
の
ピ
ー
ク
値
は

年
比

約
６
割
増
と
い
う
予
測
に
な
る
。

　
一
番
下
に
位
置
す
る
線
は
０
〜

歳
の
医
療
費
予
測
を
示
す
。
現

役
世
代
を
中
心
と
す
る
こ
の
層
の

医
療
需
要
は
、

年
以
降
は
微
減

が
続
き
、

年
か
ら
急
激
に
減
少

す
る
。

年
か
ら

年
に
か
け
て

は

％
程
度
減
少
し
、
そ
の
後
も

一
貫
し
て
減
少
が
続
く
。

年
か

ら
の
急
激
な
減
少
は
、

〜

年

に
団
塊
の
世
代
が

歳
を
超
え
る

か
ら
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
医
療
提
供
体
制
は
、

今
後
短
期
間
で
急
増
す
る

歳
以

上
の
医
療
事
情
と
、
減
り
続
け
る

０
〜

歳
の
医
療
事
情
に
対
応
す

る
形
で
変
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
０
〜

歳
が
必
要
と

す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
医
療
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
従
来
の
急
性

期
医
療
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、

治
癒
を
目
的
と
す
る
医
療
で
あ

る
。
技
術
を
尽
く
し
て
患
者
を
徹

底
治
療
す
る
医
療
で
あ
り
、
病
気

や
ケ
ガ
が
治
れ
ば
元
の
生
活
に
戻

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
一
方
、

歳
以
上
が
必
要
と
す

る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
医
療
で
あ

ろ
う
か
。
後
期
高
齢
者
も
従
来
型

の
急
性
期
医
療
を
必
要
と
す
る
場

面
は
少
な
く
な
い
が
、
主
に
必
要

と
す
る
の
は
病
気
は
完
全
に
治
ら

な
く
と
も
、
地
域
で
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
身
体
も
環
境
も
整
え

て
く
れ
る
よ
う
な
「
生
活
支
援
型

医
療
」
で
あ
る
。
年
齢
が
進
め
ば

進
む
ほ
ど
、
こ
の
傾
向
は
強
ま

る
。
複
数
の
病
気
を
抱
え
た
高
齢

者
が
、
完
全
に
は
治
ら
ず
と
も
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
支
え

る
医
療
で
あ
り
、
今
後
こ
の
タ
イ

プ
の
医
療
へ
の
需
要
が
増
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
医
療
の
主
な
担
い

手
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
、
今
春

に
新
設
さ
れ
た
地
域
包
括
ケ
ア
支

援
病
棟
で
あ
ろ
う
。
同
病
棟
で
は

患
者
（
主
に
後
期
高
齢
者
）
が
家

や
施
設
で
調
子
が
悪
く
な
っ
た
と

き
に
、
地
域
で
の
生
活
復
帰
を
意

識
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
し
な
が
ら
、

病
気
と
年
齢
や
体
力
な
ど
を
考
慮

し
た
治
療
を
す
る
。
さ
ら
に
、
高

度
医
療
機
関
か
ら
の
在
宅
復
帰
を

目
指
し
た
患
者
を
受
け
入
れ
、
リ

ハ
ビ
リ
や
継
続
的
治
療
を
提
供
し

な
が
ら
在
宅
復
帰
を
目
指
す
こ
と

や
、
地
域
で
の
看
取
（
み
と
）
り

医
療
も
、
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
全
体
で
み

れ
ば
、
従
来
の
急
性
期
病
床
の
需

要
は
２
０
３
０
年
以
降
、
急
速
な

減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
生
活

支
援
型
医
療
の
需
要
は
都
市
部
を

中
心
に
急
速
に
増
大
す
る
の
で
、

従
来
型
の
急
性
期
病
床
か
ら
、
生

活
支
援
型
病
床
や
介
護
施
設
へ
の

転
換
が
必
要
に
な
る
。

　
わ
が
国
で
は
、
人
口
１
人
当
た

り
の
病
床
数
や
医
師
数
な
ど
の
医

療
資
源
に
お
い
て
も
、
人
口
動
態

の
推
移
に
お
い
て
も
、
地
域
差
が

大
き
い
。
日
本
で
最
も
医
療
密
度

が
高
い
地
域
は
、
東
京
の
区
中
央

部
（
文
京
、
千
代
田
、
中
央
、

港
、
台
東
）
と
呼
ば
れ
る
地
域
で

あ
り
、
こ
こ
に
は
大
学
病
院
の
本

院
が
５
つ
、
ほ
か
に
も
日
本
を
代

表
す
る
高
機
能
病
院
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
で
一
番
医
療
密
度

が
低
い
地
域
は
福
島
県
の
南
会
津

と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。
神
奈

川
県
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
あ
る

が
、
県
立
南
会
津
病
院
が
一
つ
存

在
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
地
域
で
人
口
が
減
少
す

る
が
、
そ
の
程
度
は
地
域
に
よ
り

大
き
く
異
な

り
、
人
口
の
構

成
の
変
化
も
大

き
な
地
域
差
が

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な

医
療
資
源
や
人

口
動
態
の
地
域

差
を
意
識
し
つ

つ
、
今
後
各
地

域
は
、
国
全
体

と
の
整
合
性
を

持
た
せ
な
が
ら

医
療
提
供
体
制
改
革
を
進
め
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

高
知
県
は
急
性
期
病
床
も
生
活
支

援
型
病
床
も
過
剰
で
、
か
つ
人
口

減
少
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
両
方

と
も
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
。
一

方
、
埼
玉
県
は
、
急
性
期
病
床
も

生
活
支
援
型
病
床
も
不
足
し
て
い

て
、
か
つ
今
後
の
後
期
高
齢
者
が

倍
増
す
る
の
で
、
両
方
の
病
床
を

大
幅
に
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
地
域
の
状
況
に
応
じ

て
医
療
提
供
体
制
の
改
革
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　
筆
者
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
都

道
府
県
レ
ベ
ル
の
試
算
に
よ
る

と
、
青
森
、
岩
手
、
栃
木
、
福

井
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
岡
山
、
香

川
、
愛
媛
、
大
分
、
宮
崎
な
ど

は
、
今
後
急
性
期
病
床
が
過
剰
に

な
り
、
生
活
支
援
型
病
床
が
不
足

し
て
く
る
の
で
、
急
性
期
病
床
か

ら
生
活
支
援
型
病
床
へ
の
転
換
が

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
徳
島
、
高
知
、
佐
賀
、

長
崎
、
熊
本
、
鹿
児
島
は
、
急
性

期
病
床
も
生
活
支
援
型
病
床
も
過

剰
状
態
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
な

ん
ら
か
の
病
床
削
減
の
実
行
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

茨
城
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神

奈
川
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
三

重
は
、
生
活
支
援
型
病
床
を
中
心

と
し
た
病
床
の
増
強
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
１
９
９
０
年
以
降
、
年
齢
階
級

別
の
人
口
と
有
病
率
を
も
と
に
地

域
ご
と
の
病
床
総
数
の
上
限
が
決

め
ら
れ
、
地
域
の
総
病
床
が
そ
の

枠
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
地
域
に

お
い
て
新
た
な
病
床
は
許
可
さ
れ

な
い
と
い
う
「
病
床
規
制
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

年
以

前
か
ら
多
く
の
病
床
が
存
在
し
た

地
域
や
、

年
以
降
の
人
口
減
少

な
ど
に
よ
り
病
床
数
が
病
床
枠
を

超
え
て
し
ま
っ
た
地
域
に
お
い

て
、
枠
を
超
え
た
病
床
数
を
医
療

関
係
者
も
納
得
し
た
上
で
減
ら
す

た
め
の
具
体
的
な
対
策
は
、
こ
れ

ま
で
取
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
今
年

月
か
ら
は
各
病
院
が
、

ど
の
よ
う
な
医
療
を
提
供
す
る
病

床
が
何
床
あ
る
か
を
都
道
府
県
に

報
告
す
る
「
病
床
機
能
報
告
制

度
」
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
来
年

に
は
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
指

針
）
を
示
し
、
各
都
道
府
県
が
地

域
医
療
構
想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
国
の
指
針
を
踏
ま
え
、
市
町
村

や
各
病
院
な
ど
関
係
者
と
の
協
議

も
経
た
う
え
で
、
地
域
ご
と
に
ど

の
よ
う
な
機
能
の
病
床
を
ど
の
程

度
配
置
す
べ
き
か
の
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
は
、
現
状
の
機
能
別
の

病
床
数
と
、
都
道
府
県
が
作
成
し

た
地
域
ご
と
の
機
能
別
の
病
床
数

目
標
の
乖
離
（
か
い
り
）
を
、
国

か
ら
の
補
助
金
（
基
金
）
な
ど
も

利
用
し
な
が
ら
解
消
し
、
地
域
の

病
床
を
２
０
２
５
年
以
降
の
社
会

に
応
じ
た
形
に
変
え
て
い
く
事
業

も
始
ま
る
。

　
こ
う
し
た
新
た
な
取
り
組
み
に

よ
っ
て
地
域
の
病
床
の
構
成
や
数

が
ど
の
程
度
変
わ
る
か
は
、
現
時

点
で
は
不
透
明
な
面
も
あ
る
。
そ

れ
で
も
、
多
く
の
医
療
や
行
政
の

関
係
者
が
、
人
口
構
造
の
変
化
に

応
じ
て
地
域
の
医
療
提
供
体
制
を

変
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
自
覚
し
始
め
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
特
に
病
床
が
過
剰
状
態
に
あ
り

削
減
が
求
め
ら
れ
る
地
域
で
は
、

事
業
の
遂
行
は
難
航
が
予
想
さ
れ

る
。
政
府
や
都
道
府
県
は
、
こ
の

よ
う
な
地
域
に
対
し
て
基
金
を
重

点
配
分
し
、
過
剰
病
床
を
買
い
上

げ
た
り
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
へ

の
転
換
に
対
し
て
手
厚
く
補
助
し

た
り
す
る
と
い
っ
た
支
援
を
積
極

的
に
実
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
来
年
度
か
ら
地
域
ご
と
の
病
床

の
転
換
や
削
減
が
早
急
に
開
始
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
地
域
ご

と
の
医
療
提
供
体
制
の
改
革
は
当

分
続
く
。

年
以
降
に
向
け
て
各

地
域
の
医
療
提
供
体
制
が
地
域
の

人
口
構
成
に
合
っ
た
も
の
に
変
わ

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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